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「令和４年度 第１回大月みらい協議会」 

会 議 概 要 

  

日  時  令和４年４月２７日（水）１９時から２０時１０分まで 

場  所  大月短期大学 会議室 

出 席 者  委員８名（欠席８名） 

委員 小俣理美、小俣はる江、白川惠子、白川太、鈴木龍子、幡野笑子、 

矢光重敏、山口隆太郎 

（敬称略） 

【事務局】 横瀬企画財政課長、上條地域活性化担当リーダー、天野、石丸 

 

１．開会 

  ・令和４年４月の人事異動に伴う今年度事務局の体制について 

  ・矢光委員が教育委員に任命されたことの紹介 

 

２．議長あいさつ 

 

３．議事 

 

（１）令和３年度第４回会議概要について 

 ●事務局より会議概要を市ホームページへ掲載することについて審議を行い、市ホームペ

ージへ掲載することについて承認されました。 

 

（２）第２期大月市まち・ひと・しごと創生総合戦略へのご意見に対して市の考え方・方向

性等について（報告） 

●別紙資料のとおり、第２期大月市まち・ひと・しごと創生総合戦略へのご意見に対する

市の考え方・方向性等の回答について承認されました。 

 

（３）グループ会議 

●コロナ渦における各グループの今年度の活動方針について会議を行いました。 

 ・情報発信グループ 

   これまでの大月仕事人に加え、大月で新しいことを始めた方の紹介や、見た人の役に

立つような情報（生活の知恵のような）を発信し、情報発信する対象を広げていきた

い。 

 ・ＪＯＢグループ 

   「夢カード」の企業を増やし、「講話」のに映像を取り入れて内容に力を入れたい。
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また、こちらから学校へ向けてどのような職業体験ができるかを提案していきたい。 

 ・ふるさと学童グループ 

   屋外での実施、人数を分けることや個人での作業による感染症対策を図り、参加しや

すいイベントを企画していきたい。 

 ●「自走した組織」について、各委員より意見をいただきました。 

みらい協議会の OB・OG など、幅広い参加者とともにふるさと教育について意見を出し

合う場（プラットフォーム）のような場にしてはどうかという意見が出ました。 

 

（４）その他 

●白川委員より、みらい協議会の中で、市内で活躍する団体（ローカルディスタンス）と話

をする機会を作ってはどうかという意見がありました。 

 ●次回会議については、議長及び副議長と日程調整させて頂き、６月か７月に開催する予

定となりました。 

 


